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事業名称
MDB
（マーケティング・データ・バンク）

企業名 ㈱日本能率協会総合研究所

概要 日本最大級のビジネス情報提供機関

特徴

・会員企業2,000社

・50万点以上のビジネス資料

・5,500機関の情報源

マーケティング・データ・バンク（MDB）とは
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【悩み】
AIやIoTなどの技術革新

により、業界の垣根がな
くなってきた。 そのため
、ほかの業界の知識も
必要になってきた。

【機会】

異業種の企業の利用が
増えてきた。

• 以前は、自らの図書
館にある所蔵資料や
業界の知識を追求す
ればよかった。

専門図書館の皆様の抱えている悩みと機会
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以前
現在
・

これから



本日のセミナーの狙い

①他の業界の統計や情報を入手する際における、

「見るべきポイント」
「注意すべきポイント」
を抑える。

②業界の垣根がなくなることを想定し、

「図書館を利用する企業が何に興味があるか」

「今後の成長産業の中で専門図書館として
何ができるか」
を考え、視野を広げる。
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1. 知っておきたい最近の成長産業トレンド
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このチャプターは、当日投影スライドにてご紹介



2. マーケティング情報とは？
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インターネット情報

調査資料、専門紙・誌、
商用データベース、

業界団体へのヒアリング、
一般書籍・文献

グループインタビュー、
キーマンへのヒアリングなど

二次情報

（Secondary data）

一次情報

（Primary data）

マーケティング情報の階層

2. マーケティング情報とは？

本日の
セミナーの

取り扱い範囲
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一次情報と二次情報

一次情報
（Primary data）

二次情報
(Secondary data）

概要
・ある目的のために新規に調査
をして収集するデータ

・特定の目的のために既に収集さ
れているデータ

入手方法
・新規調査（面接調査、アンケー
ト調査、実地調査等）

・調査資料、統計データ等

メリット ・独自の調査設計が可能
・手軽に利用できる

・幅広い情報源

デメリット
・高額な調査費用、調査時間が
かかる

・必ずしも目的に合うデータが存在
するとは限らない

・データの出所、信頼性に注意

2. マーケティング情報とは？
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マーケティング情報の分類

内容 項目

市場/業界情報
市場規模/予測,参入企業,企業シェア,サプライチェー
ン,新製品,価格,法規制等

企業情報
財務,新製品,研究開発,特許,新事業,設備投資,海外
投資,人事,経営戦略,M&A等

消費者情報
ライフスタイル,ヒット商品,世代特性,家計/労働,普及
率/保有率,生活時間,嗜好性等

技術情報
先端技術,新技術,新素材,特許,ロードマップ,企業の
研究体制/技術戦略等

経済/社会情報
マクロ経済（GDP,人口,株価,為替,金利,住宅着工,経
済見通し等）,政策,世論,社会問題等

事例情報
成功事例,失敗事例,導入事例,参入事例,開発経緯,
開発秘話,仮説検証等

2. マーケティング情報とは？
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3. マーケティング情報収集のアプローチ
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情報収集の基本ステップ

1.調査テーマの確認

･目的とテーマは？
･時間と費用は？

2.把握している
情報を確認

･使える情報は？
･足りない情報は？

3.情報収集の
方針を策定

･どんな検索をする？
･有効なツールは？

4.情報の収集

･出来るだけ多くの
情報を収集！
･幅広い視点で収集！

5.収集できた
情報の検証

･目的を達成できるか？
･最も重要な情報は？

6.次のステップへ

･他に必要な情報は？
･新規調査の必要性は？

3. マーケティング情報収集のアプローチ

○満足な結果でない場合
は方針を練り直す

○いつまでも二次情報の
収集に固執しない
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Web情報文献情報

官公庁/自治体サイト

業界団体サイト

 シンクタンク/金融機関サイト

民間調査会社サイト

有力メディアサイト

業界専門誌紙サイト

 ビジネス情報ポータルサイト

官公庁/自治体資料

業界団体資料

 シンクタンク/金融機関資料

民間調査会社資料

有力全国紙・ビジネス誌

業界専門誌紙

・文献とWeb情報は補完関係にあり、情報源・媒体の使い分けが重要

・文献でのみ得られる情報・Webで得た方が効果的な情報の両方存在

・Web情報は、方法次第で情報収集の効率化が可能

ポ

イ

ン

ト

情報を探すアプローチの順番

3. マーケティング情報収集のアプローチ
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将
来
性

市
場
規
模

シ
ェ
ア

チ
ャ
ネ
ル

参
入
企
業

業
界
動
向

経
済
・
社
会

消
費
者
意
識

官公庁 ◎ ◎ ○ ◎ ◎

業界団体 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

金融機関・シンクタンク ○ ○ ○ ◎ ○

民間調査会社 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

民間企業プレスリリース ○ ○

業界新聞・雑誌 ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

一般新聞・雑誌 ○ ◎ ○

見本市・各種展示会 ◎ ○

調査項目によりアプローチは異なる
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3. マーケティング情報収集のアプローチ



4. 情報源の特徴を掴む
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情報源 特徴

官公庁 調査の規模が大きく、信頼性・客観性が高い。将来ビジョン関連報告
書は影響が大きく要注目。Webで入手できる情報が豊富。

業界団体 会員企業から得た数字を集計し、独自の統計を作成。業界ビジョンの
報告書は入手する価値が高い。Webで入手できる場合がある。

シンクタンク

金融機関

アナリストレポートを筆頭に特定の業界や企業について、コンパクトに
まとめられており、業界構造を俯瞰する際に重宝する。Webで入手で
きるレポートも増加傾向。

民間調査機関

総合調査会社をはじめ、特定業界を専門にする機関も様々存在する。
高額文献が多いが、主要企業への取材に基づき、市場情報等を算出
しているため、公的機関ではカバーしていない産業やシェア情報等が
豊富。

業界誌

専門誌

業界新聞・業界雑誌等は速報性が高い。当該業界のメーカー・流通業
とのつながりが深いため、製品情報や参入企業のコメントが豊富。

各情報源の特徴

4. 情報源の特徴を掴む
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4. 情報源の特徴を掴む
(官公庁)
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･種類が豊富(年間約1,000点発表)で様々な場面において活用可能。

･大規模調査が多いため、客観性/信頼性が高い。

･時系列データ、月別データ、性年代別データ がとれる

･Web上で公開されるものが多く、電子媒体で入手が容易。

・比較的新しい品目が含まれないケースも

(「家計調査」で「チューハイ・カクテル」、「柔軟仕上剤」が調査対象になったのは2015年1月以降。)

･種類が豊富(年間約1,000点発表)で様々な場面において活用可能。

･大規模調査が多いため、客観性/信頼性が高い。

･時系列データ、月別データ、性年代別データ がとれる

･Web上で公開されるものが多く、電子媒体で入手が容易。

・比較的新しい品目が含まれないケースも

(「家計調査」で「チューハイ・カクテル」、「柔軟仕上剤」が調査対象になったのは2015年1月以降。)

主な特徴

･大規模統計（基幹統計56種類）は内容の概要を押さえる。

･独特の用語に要注意。（例：心臓病 → 心疾患）

･統計手法の変更は常にチェックしておく。

・統計調査手法が現在の消費実態に合わないケースあり。

(例)服を「ケータイ払い」した場合、家計調査では「被服」ではなく「通信費」に紛れる例が増えている。

･大規模統計（基幹統計56種類）は内容の概要を押さえる。

･独特の用語に要注意。（例：心臓病 → 心疾患）

･統計手法の変更は常にチェックしておく。

・統計調査手法が現在の消費実態に合わないケースあり。

(例)服を「ケータイ払い」した場合、家計調査では「被服」ではなく「通信費」に紛れる例が増えている。

ポイント

4. 情報源の特徴を掴む(官公庁)
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「調査概要」および「定義」に注意！

出所 出荷台数 定義

経済産業省

（生産動態統計 機械統計編）

578万台

（2017年）

総出荷台数、常用従業員50人以

上の事業所を対象（タブレット型含
む）

電子情報技術産業協会

（JEITA）
677万台

（2017年度）

国内出荷台数（タブレット型除く）

協会加盟のＰＣ本体メーカー8社を
対象（デル、ＨＰ等は対象外）

ＩＤＣ
1,099万台

（2017年）

国内出荷台数(タブレット型除く)
(デル、日本ＨＰ、等含む)

ＭＭ総研
1,025万台

（2017年）

国内出荷台数 (タブレット型除く)
(デル、日本ＨＰ、等含む)

同じ「国内ＰＣ出荷台数」というテーマでも調査結果は様々。

4. 情報源の特徴を掴む(官公庁)
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できれば、海外の主要な統計は把握しておきたい

4. 情報源の特徴を掴む(官公庁)
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4. 情報源の特徴を掴む(官公庁)

このサイトだけでも農業、犯罪、
コミュニケーション、開発援助、
教育、環境、エネルギー、金融、
性別、健康、労働市場などの幅広
い統計テーマを網羅できる！
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4. 情報源の特徴を掴む
(業界団体)

21



4. 情報源の特徴を掴む(業界団体)

･会員企業から収集した統計データを独自に集計している。

･Web上で公開されているものも多い。

･会員以外には非公開の資料も存在する。

･会員企業から収集した統計データを独自に集計している。

･Web上で公開されているものも多い。

･会員以外には非公開の資料も存在する。

主な特徴

･会員企業の加入状況で数値が変動、市場全体をカバーしないこともある。

･独自統計を公開している団体は押さえておく。

例)電子情報技術産業協会（JEITA）

･特に世界の統計・情報を公開している団体のWebサイトは貴重。

例)日本自動車工業会（JAMA）

･会員企業の加入状況で数値が変動、市場全体をカバーしないこともある。

･独自統計を公開している団体は押さえておく。

例)電子情報技術産業協会（JEITA）

･特に世界の統計・情報を公開している団体のWebサイトは貴重。

例)日本自動車工業会（JAMA）

ポイント
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2018月度年度パーソナルコンピュータ国内出荷実績 JEITA

市場全体か、統計参加企業の集計かは要確認！
統計参加企業の顔ぶれも、毎年同じとは限らない
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4. 情報源の特徴を掴む(業界団体)



特定保健用食品の市場及び表示許可の状況 日本健康・栄養食品協会

業界団体が、市場全体の規模を推計している場合もある

4. 情報源の特徴を掴む(業界団体)

24



4. 情報源の特徴を掴む
(シンクタンク/金融機関)
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4. 情報源の特徴を掴む(シンクタンク/金融機関)

･様々なデータを引用してまとめており、業界動向の概要をつかめる。

･予測データ等、独自の推計データが掲載されることもある。

･Web上で入手できるものが増加傾向。

･様々なデータを引用してまとめており、業界動向の概要をつかめる。

･予測データ等、独自の推計データが掲載されることもある。

･Web上で入手できるものが増加傾向。

主な特徴

･使用されているデータは業界の重要な指標の場合が多い。

･Web上で公開されているものは押さえる。

･今後有望なテーマや産業が取り上げられることが多い。

･使用されているデータは業界の重要な指標の場合が多い。

･Web上で公開されているものは押さえる。

･今後有望なテーマや産業が取り上げられることが多い。

ポイント
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「みずほ産業調査 デジタルイノベーションはビジネスをどう変革するか」 みずほ銀行 2017.9

金融機関のレポートは「有望市場」を取り扱うケースが多い
例：－デジタルイノベーションがもたらす小売業の未来(みずほ産業調査)

4. 情報源の特徴を掴む(シンクタンク/金融機関)
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Keizai report.com

「まとめサイト」を知っておくと便利
(例：シンクタンク、金融機関の公表レポートのまとめサイト 「keizai report .com」)

4. 情報源の特徴を掴む(シンクタンク/金融機関)
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4. 情報源の特徴を掴む
(民間調査会社)
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･官公庁等が調査しないテーマを調べる際に重宝する。

･メーカーや流通事業者への取材に基づき、作成している。

･企業シェア、チャネル別データ、長期予測等のデータが豊富。

･高額資料が多い。

･官公庁等が調査しないテーマを調べる際に重宝する。

･メーカーや流通事業者への取材に基づき、作成している。

･企業シェア、チャネル別データ、長期予測等のデータが豊富。

･高額資料が多い。

4. 情報源の特徴を掴む(民間調査会社)

主な特徴

･Web上でのプレスリリースで市場規模が取れる場合がある。

･｢自動車｣｢化学｣｢ICT｣等、得意分野を持つ専門調査会社が多い。

･有料データベースから簡易版や章単位で出力できる場合がある。

･Web上でのプレスリリースで市場規模が取れる場合がある。

･｢自動車｣｢化学｣｢ICT｣等、得意分野を持つ専門調査会社が多い。

･有料データベースから簡易版や章単位で出力できる場合がある。

ポイント
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・民間企業のリンク集等を参照する。

・主要調査会社と扱う分野を押さえる。

例)富士経済、矢野経済研究所、シーエムシー出版、IDCジャパン、中日社、

アイアールシー、総合企画センター大阪、シード･プランニング、

アールアンドディ、ミック経済研究所、インプレスR&D 等

・民間企業のリンク集等を参照する。

・主要調査会社と扱う分野を押さえる。

例)富士経済、矢野経済研究所、シーエムシー出版、IDCジャパン、中日社、

アイアールシー、総合企画センター大阪、シード･プランニング、

アールアンドディ、ミック経済研究所、インプレスR&D 等

アプローチ

4. 情報源の特徴を掴む(民間調査会社)
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4. 情報源の特徴を掴む(民間調査会社)

できれば、複数の情報源を見ることが望ましい

?

調査会社Aのデータ 調査会社Bのデータ
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4. 情報源の特徴を掴む
(業界誌・専門誌)
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4. 情報源の特徴を掴む(業界誌・専門誌)

･まとまっている資料やサイトを活用する。

例) ｢雑誌新聞総かたろぐ｣メディア･リサーチ･センター(年刊)、「Fujisan」 など

･専門図書館やデータベース等を活用する。

例)「日経テレコン」、「ELnet」、 「日経BP記事検索サービス」など

･まとまっている資料やサイトを活用する。

例) ｢雑誌新聞総かたろぐ｣メディア･リサーチ･センター(年刊)、「Fujisan」 など

･専門図書館やデータベース等を活用する。

例)「日経テレコン」、「ELnet」、 「日経BP記事検索サービス」など

アプローチ

･速報性が高い。

･市場情報、製品情報、参入企業等の情報がとれる。

･近年、有料データベースへの収録が進み、入手し易くなっている。

･速報性が高い。

･市場情報、製品情報、参入企業等の情報がとれる。

･近年、有料データベースへの収録が進み、入手し易くなっている。

主な特徴
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Fujisan.co.jp

4. 情報源の特徴を掴む(業界誌・専門誌)

どのような業界誌や専門誌があるかを把握していると情報収集の幅が広がる
(例： 「Fujisan.co.jp」 、 「会計事務所の道具箱」)
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「まとめサイト」を知っておくと便利
(例：不景気に関するまとめサイト 「不景気.com」)

4. 情報源の特徴を掴む(業界誌・専門誌)
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5. 情報収集Case Study
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5. 情報収集Case Study①
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5. 情報収集Case Study①

Case1. AIハードウェアの市場、技術情報を集めたい

【注意点】
• 知っている情報からやみくもに当たらないこと。
• 官公庁、業界団体、所蔵の調査レポート、業界紙などの
• 情報源を有効に使う。

どのような手順で探せばいいか？？
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Case1. AIハードウェアの市場、技術情報を集めたい

STEP1

【官公庁の情報を探す】
国の統計で「AIハードウェア」についての情報はあるか？
(あるのであれば、どこが管轄していそうか？)

【官公庁の情報を探す】
国の統計で「AIハードウェア」についての情報はあるか？
(あるのであれば、どこが管轄していそうか？)

STEP2

【業界団体の情報を探す】
業界団体は存在するか？統計は存在するか？
【業界団体の情報を探す】
業界団体は存在するか？統計は存在するか？

STEP3

【図書館の所蔵資料を徹底的に使いこなす】
調査会社が市場予測やシェアなどがまとめているか？
業界誌などで最近の動向がまとめられているか？

【図書館の所蔵資料を徹底的に使いこなす】
調査会社が市場予測やシェアなどがまとめているか？
業界誌などで最近の動向がまとめられているか？

(場合に
より)

【海外市場の情報を探す】
海外の統計は存在するか？
海外の調査レポートは存在するか？

【海外市場の情報を探す】
海外の統計は存在するか？
海外の調査レポートは存在するか？ 40
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STEP1：官公庁の情報を探す

国の統計として、総務省がAIについての動向をまとめているが、
ハードウェアに関する内容まではまとめていない

(例)
• 情報通信白書
• 2018 報告書 AIの利活用の促進及びAIネットワーク化の健全

な進展に向けて
• AIネットワーク社会推進会議
• 平成29年通信利用動向調査
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STEP1：その他、国の情報を探す

技術関連であれば、NEDO、特許庁の情報は見逃せない！

(例)
• 人工知能を支えるハードウェア分野の技術戦略策定に向けて – NEDO
• AI関連技術に関する特許審査事例について – 特許庁
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AIハードウェアの世界市場予測
技術戦略研究センターレポート(NEDO)

AIハードウェアの主な技術課題
技術戦略研究センターレポート(NEDO)



STEP2：業界団体の情報を探す

業界団体は、
・人工知能ビジネス創出協会
・一般社団法人日本ディープラーニング協会
・一般社団法人コンピュータソフトウェア協会
がなどがあるものの、AIハードウェアの市場や技術についての内容はなかった。

(一部、セミナー案内はあり)
(例)
AI実装のためのハードウェア最新技術 (一般社団法人コンピュータソフトウェア協会)

－FPGAを活用したエッジコンピューティング実装例－ 2018年4月20日
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STEP3：他の図書館を含め、調査レポートを探す

AIエンジン、量子コンピュータの市場、技術動向、各社取り組みなどが掲載されて
いるMDB資料例

• 量子コンピュータの開発動向と市場予測に関する調査
-AIビジネスを加速させる量子コンピュータの市場予測、需要探索 調査報告書-
(AQU先端テクノロジー総研)

• AIエンジン&AIソリューション市場の現状と将来展望(ミック経済研究所)

• 2018 人工知能ビジネス総調査(富士キメラ総研)

• 2017-2021 人工知能の未来 (EYアドバイザリー・アンド・コンサルティング)

• 2019 AI白書(情報処理推進機構)

• その他、日経エレクトロニクスなどで特集や直近の動向をおさえる
44
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5. 情報収集Case Study②
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このCase Study②は、当日投影スライドにてご紹介



情報収集で差別化するために・・・

必ず「調査概要」を
確認する

1つの調査テーマでも
複数の情報ソースが
理想

発想は常に「広げて」
「拡げて」考える

周辺情報含め広く

集める努力をする

目的に見合った
データが必ず存在
するとは限らない

(場合によっては」
代替データを活用)

本日のまとめ

情報を探す際には
アプローチの順番を
意識する
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ご清聴ありがとうございました。

本日の内容のご質問は、
下記までお願いいたします。

株式会社日本能率協会総合研究所

MDB事業部

伊藤 正啓(まさひろ）

Tel:03‐6202‐1428
Mail:masahiro_ito@jmar.co.jp
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